



























































































































































































































































和辻の論文「カントにおける「人格」と「人類性」」は 1931 年から足掛け 8 年に渡って











































































































































































































































哲郎―人格から間柄へ』（原本は 2008 年、本稿における引用は 2015 年刊の講談社学術
文庫）があります。 
4 和辻哲郎『風土』岩波文庫、p.3～4。 
5 Martin Heidegger Gesamtausgabe, Band24,”Grundprobleme der Phänomenologie”, Vittorio 
Klostermann Verlag, 1975,以下 GA24 と略記して頁数を付記。 
6 Kants Werke(Akademie Texausgabe)Ⅱ,p.63⁻164,以下アカデミー版からの引用は KW と略
記。 
7 『純理』B287 の（「観念論論駁」の）注からの引用。 





11 KWⅣ,p.429, Phb54f. なお Menchheit は『人間の学としての倫理学』では「人性」と訳
される。 
12 以下、頁数のみの引用箇所表記は和辻哲郎全集第九巻の当該ページを指す 
13 宮川敬之は和辻が竜樹の「空」を「差別と無差別の弁証法的統一」（全集九、473）と
解していることに基づいて、「主体の根柢としての空」を、認識と実践の否定的統一に
よる「もの」性の恢復と解している。それは「人類性」を単に自己自身にかかわる純
粋意志ではなく、そういう意志自身の否定において「もの」すなわち現実の共同態に
おける人格を支える「こと」と捉えていることになる。（『和辻哲郎―人格から間柄
へ』講談社学術文庫、2015 年、p.220） 
 
